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研究成果の概要（和文）：本研究は，虚弱高齢者自身ならびにその介護者の義歯清掃における負担を軽減するた
めに，義歯自体に高いプラーク付着抑制機能を付与することを目的としたものである。義歯床表面の形態的改
善，つまり義歯床レジンの表面粗さを極力小さくしてデンチャープラークが付着しにくくする方法を確立する点
に加え，抗菌性物質ナノ銀粒子を義歯床レジンに付着させて効果的な抗菌性を有する義歯床とする点の2方法を
検討し，今後これらを併用してより高いプラーク付着抑制機能を得ようとするものである。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to give a high denture plaque attachment 
inhibition mechanism to the denture prosthesis itself, in order to reduce the imposition of denture 
cleaning on the weakness elderly itself and its caregiver. 
This study examines the following two spots as the inhibition procedure of a denture plaque 
attachment.
They are the procedure of making the surface roughness of a denture base resin small as much as 
possible, and carrying out a morphological improvement of a denture base surface, and the procedure 
of making antibacterial agent nano silver particles adhere to a denture base resin, and giving an 
effective antibiotic.

研究分野： 補綴歯科学
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１．研究開始当初の背景 
口腔衛生管理は，周術期患者や要介護者の

呼吸器感染症罹患率を減少させることが報
告され，その重要性が認識され実践が取り組
まれるようになってきた。高齢社会の進展に
より，加齢に伴い身体・精神機能が低下し，
要介護者あるいは自立しているがセルフケ
アが不十分な虚弱高齢者が増えている。しか
し，これらの者には義歯装着者が多く，義歯
管理も含めた口腔衛生管理が必要であるた
め，虚弱高齢者のセルフケアと介護者による
ケアをより煩雑にし，義歯装着を回避した介
護が行われる傾向もある（鈴木ら，2004）。
このため，義歯の衛生管理において，セルフ
ケアの支援あるいは介護者によるケアを簡
素に省力化していくことが，口腔衛生管理を
着実に実施していく上で障害となる労力負
担を軽減する社会的改善策になると考えら
れる。 
これまで，本研究代表者らは義歯に付着す

る微生物量（カンジダ量）は化学的清掃の影
響が大きく①，義歯洗浄剤の使用頻度が最も
影響すること②を明らかにし，毎日の義歯洗
浄剤の使用が効果的であることを示したが，
逆に，このことはどんなに効果的な義歯洗浄
剤を用いても，その効果は使用頻度に大きく
影響されるということである。使用頻度を多
くすることは，コストと労力の持続性を必要
とするため，義歯清掃の実施への負担は大き
くなる。また，殺菌・除去効果の高い義歯洗
浄剤あるいは器機を併用した効果的な義歯
清掃方法が開発できても，導入コストやラン
ニングコスト，労力がかかると，それらは普
及的な方法にはなりにくく，持続的な実施が
危ぶまれるため，労力的・経済的な負担が少
ない義歯衛生管理が望まれる。 
これらのことから，本研究者らは義歯に付

着したプラークを除去する観点からではな
く，義歯を製作・装着する歯科医療者側から
プラークの付着抑制を図った義歯を提供す
ることに視点を向けた。 

 
２．研究の目的 
本研究は，今後増加する要介護者や虚弱高

齢者に対して行われる義歯の衛生管理につ
いて，介護者や虚弱高齢者自身の衛生管理負
担を少なくすることを念頭に置き，高機能な
デンチャープラーク付着抑制能をもつ義歯
が提供できるようになることを目的とした
ものである。 
 本研究代表者らがこれまで検討してきて
いる義歯表面処理である①表面粗さの改善
についてより詳細に検討に加えて進展させ，
もう一つの義歯表面処理である②ナノ銀粒
子付着による抗菌性付与についてその効果
を臨床的に検討し，これら 2 つの方法を組み
合わせた方法に融合してより効果的なプラ
ーク付着抑制能を有する義歯の表面加工方
法へ繋げていくものである。 
 

３．研究の方法 
（１）義歯床の表面粗さの改善：エアロラッ
プ研磨による表面粗さと研削量の検討 
本研磨の研削量が微少で義歯粘膜面への適
用に問題が無いことを証明するとともに，十
分に滑沢な表面になっていることを明らか
にする。 
① 表面粗さと研磨時間の検討  
エアロラップ研磨によるレジン床の表面

粗さがプラトーになる研磨時間を，加熱重合
レジンによる試験片（15×30×1.5mm）に研
磨前の表面粗さを 3 種（AS：無研磨，＃400：
400 番の耐水ペーパーで研磨，＃1500：1500
番の耐水ペーパーで研磨）設定して，10秒間
の研磨ごとに表面粗さをそれぞれ6個計測し
た。エアロラップ法による試験片研磨は，鏡
面研磨装置（YT-100，ヤマシタワークス）に
て複合研磨メディア#20,000 を用いて行った。
表面粗さは，表面粗さ測定器（Surfcom 130A，
東京精密）を用いて計測し，研磨前と各 10
秒間の研磨後にそれぞれ算術平均粗さ（Ra）
を計測した． 
②研削量の測定 
上記でもとめた研磨時間での研削量，いわ

ゆる目減りを，研磨器に持ち込み可能な超高
精度 CCD レーザ変位計（LK-G30，キーエンス）
との設置関係を変えない測定用治具を作製
して計測し，研磨前後の距離差から研削量を
測定した。義歯床粘膜面にこのエアロラップ
研磨法を用いて研削量がきわめて少ない結
果が得られる必要がある。 
（２）ナノ銀粒子の付着と抗菌性 
マイクロ波照射によってナノ銀粒子をレ

ジン床へ強固に付着（以下，坦持）する手法
によるレジン床上のナノ銀粒子の坦持の確
認を行うとともに，臨床適用して義歯に付着
する微生物量の抑制効果の検討を行う。同意
の得られた８名の患者から，ナノ銀粒子の担
時処理前と担時処理してから１週間後と１
カ月後の微生物量を測定した。ナノ銀粒子の
処理の１週間前に義歯はラバラック D に 15
分間浸漬して超音波洗浄を行い，次の担時処
理のための来院時に義歯の半側表面を滅菌
綿棒（ふきふきチェックⅡ，栄研器材）にて
スワブして微生物を採取後，ラバラック Dに
15 分間浸漬して超音波洗浄を行い，ナノ銀加
工処理を行って帰宅させた。その後，１週間
後と１カ月後に来院してもらい，義歯の半側
粘膜面から微生物を同様に採取した。採取し
た検体は，４時間以内に微生物培養検査に送
った。培養は，一般細菌については羊血液寒
天培地を用い，真菌についてはクロモアガー
カンジダ培地を用いて，37℃の好気環境で，
48 時間培養し，同定，定量した。 
 

４．研究成果 
（１）エアロラップ研磨による表面粗さと研
削量の検討 
①表面粗さと研磨時間の検討 
 エアロラップ研磨により，3 種の表面粗さ



の試験片はいずれも，算術平均粗さ（Ra）は
20 秒から 30 秒の研磨でプラトーに達し，
0.06µm～0.18µm になったが，最初のレジン
表面粗さに左右されていることが覗えた（図
１）試験片 AS はパラフィンワックスを石膏
埋没したままのものであり，意図的に研磨し
たものではなかったが，＃400 と＃1500 の試
験片の中間的表面粗さであった。視覚的にみ
た研磨状態も 20 秒位で鏡面研磨状態となっ
ていたことから，レジン床のエアロラップ研
磨による研削量を減らすためには視覚的に
鏡面となる状態を目安に研磨すればよいと
考えられた。具体的には，試験片の面積から
算出すると，5㎠あたり 20 秒間の研磨に相当
する。また，エアロラップ研磨による表面粗
さを小さくするためには，重合後研磨前の義
歯レジン床（粘膜面）の表面粗さが小さいこ
とが必要であり，研磨前に表面粗さを向上さ
せておく検討も必要であると考えられた。図
２に SEM による画像の一例を示す。 

          図１ 

          図２ 
 
② 研削量の測定 
エアロラップ法研磨による研削量は，研磨

時間とともに増加した。 
 鏡面研磨が得られる 20 秒の研磨時間にお
ける#400，#1500 の試験片の平均研削量は，
それぞれ，6.0μm，5.7µm と研削量はわずか
であり，試験片による統計的有意差は無かっ
た（t検定，p=0.72）。 
 これらの結果から，義歯床用レジンのエア
ロラップ法研磨においては，研磨による研削
量は研磨前の表面状態に左右されずにきわ
めてわずかであり，義歯床粘膜面に応用する
にあたって精度的に臨床上の問題がないこ
とが示唆された。 
 
（２）ナノ銀粒子の付着と抗菌性 
全部床義歯の被験者 8 名の 16 床の義歯に

おけるナノ銀粒子の担時処理前と担時処理
後の１週間後と１カ月後の平均微生物量を

図３に示す。ナノ銀処理加工をして１週間後
には，微生物量は減少しており，ナノ銀処理
の効果はあったが，１カ月後には微生物量が
増加した。これらの各段階において統計的有
意差は認められなかった（Wilcoson test 
P=0.074）。このことから，ナノ銀加工処理の
有効期間をさらに検討する必要があると考
えられた。 
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